
令和６年度 長岡高校スーパーサイエンスハイスクール 

 

名 称 SSRⅡキャリアデザインツアー 

期 日 令和６年 10月３日（木）～４日（金） 

会 場 
東京都立大学・東京外国語大学・早稲田大学 

外務省・最高検察庁・東京証券取引所・国連大学 

対 象 普通科２年生（文系） 

目 的 
大学や官公庁等の専門機関での模擬講義や施設見学を通じて、大学で学ぶ意義や 

学問の社会的役割に対する認識を深め、高校生活後半を一層充実したものにする 

ことを目標とする。 

内 容 
・大学での講義体験や学内見学 

・本校卒業生との懇談会 

・官公庁等の専門機関訪問 
 

 

 

 

 

 

 

 

早稲田大学では、教育総合科学学術院教授 

野上元先生から『戦争や軍事から「公共」や

「市民」を考える』というテーマで模擬講義

を行っていただきました。  

卒業生を囲んでの座談会です。東京大学や

早稲田大学をはじめとする首都圏にある大学

に在学する先輩方の体験を聴き、積極的に質

問をしています。 

  

最高検察庁では検事の方から、検索官の役

割と使命に関する講義をいただきました。 

国連大学のビジョンと役割について、詳細

に説明をいただきました。 

 



アンケー

ト評価 

◆キャリアデザインツアーを通して 

①大学や学問に対する興味・関心が高まった 

 高まった（61.6％） やや高まった（28.9％） その他（10.1％） 

②職業に対する興味・関心が高まった 

高まった（60％） やや高まった（27％） その他（13％） 

 ③学習への意欲が高まった 

高まった（57％） やや高まった（33％） その他（10％） 

感想など 

・普段行けないところに行けて本当に良い機会だった。どの訪問先でも

感動したところがあり、新しく得たことがあった。だが東京での自由

時間が少しでもあれば生徒たちの思い出もまた一つ増えるのではない

かと思った。 

・まず大学がどういうところなのかを説明していただき、参考になる部

分が多かった。最高検察庁は仕事内容と建物の見学をして、授業での

知識と結びつけながら見学できた。 

・キャリアデザインツアーを通じて大学と官公庁を見学し、多くのこと

を学ぶことができた。このツアーをとおして、今まで知らなかったこ

とを知ることができ、また、将来の進路を選択するためのとても良い

機会になった。 

 


